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審 査 結 果 の 要 旨 
 
１．研究の継続性と意義 
岩崎房子氏は, 科研費研究の研究分担者として医療と介護の研究に長きにわたり取り組
み，本研究では特に島嶼地域における地域包括ケアシステムの構築を課題に分析しており，
研究の継続性が認められ，課題設定も適切である．本研究の意義としては，こんにち介護
保険制度のなかで目指されている地域包括ケアについて取り上げ，医療・介護・予防・生
活支援が一体的に提供される仕組みをいかにしてシステム化し，展開していくかという視
点から具体的に提示しようと試みられたことがあげられよう．目指される地域包括ケアの
構築は全国的な課題であるとともに，その実現が容易ではない状況がうかがわれるなかで
本研究において実証的に得られた知見は貴重であるといえよう．また，「結」精神が残って
いる島嶼地域での取り組みを通して検証されたことについても，同地域の特殊性が認めら
れるものの，同地域に共通して過疎化がすすみ人口減少が問題視される地域が多くに存在
するなか，本研究で得られた知見に一定の普遍性を期待することができる． 
 
２.本論文の研究方法・完成度 
本研究は，地理的環境により財政力・経済力に恵まれず，社会資源に乏しい島嶼地域に
おける地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みを考究し，その中で島嶼地域への
ICT 資源の活用の有用性についても検討している．具体的には，島嶼集落の特性と生活お
よび福祉ニーズを把握し，地域の特性に応じた地域づくりの構造を明らかにし，地域医療
（在宅医療）・在宅介護に関する実践事例より多くの示唆を提示するとともに，ICT資源の
見守りシステム実証実験を試みた成果をもとに，島嶼地域への ICT活用の有用性を論述し
ている．その研究手法は的確で，自らが関わっている科研費調査と総務省地域 ICT振興型
研究開発調査を基に展開しており，分析・解釈の仕方も適切かつ主体的に行われ，全体の
構成も含めて論旨の進め方が一貫しており，設定課題に対応した的確かつオリジナルな結
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論がみられる．以上のことから，本論文の完成度は高い． 
 
３．本論文の特徴と課題 
地域包括ケアシステムの構築に向けた島嶼地域の取り組みを分析する本論文は，①地域
に居住する住民の意識やニーズを主観的健康観と健康への意識行動および社会関連性指標
との関連から分析したうえで地域包括ケアの要である医療と看取りの現状を把握し，さら
に ICT 活用の有効性を検証するなど重層的な研究が行われ，知見が得られていること，②
研究手法として，量的調査および質的調査を組み合わせ，補完させながらデータを収集し，
分析して得られた結果に基づき考察されていることから研究上に客観性が確保されている
こと，③研究目的の枠組みの中で４つの具体的な仮説が設定され，それぞれに検証された
結果に基づく結論がほぼ明確にまとめられ，かつそれぞれの結論が今後の地域包括ケアの
構築にむけて実践上に活用されることが期待できる．これらは本論文の特徴であり，それ
は同時に本論文の価値を高めるものとなっている． 
 
４．論文の審査結果 
本論文では調査実施上の制約から調査対象者の抽出方法などの研究上の課題が残される
が，同課題は今後の対象地域の地域包括ケアの展開を検証していくなかで補完が必要であ
る．しかし，こうした課題にも関わらず，本論文には，今後の社会福祉研究の発展に資す
るに足る新しい知見や資料的価値がみられ，研究の視点や構造，研究手法，得られた成果
や福祉実践への適用などからして，博士（社会福祉学）論文としての水準を十分に満たし
ているものと判断し，審査委員会は全会一致で評価した． 
 
